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9
月
17
日
午
前
、
太
平
洋
に
面
し

た
台
湾
東
部
・
宜ぎ

蘭ら
ん

県
の
集
落
に
サ

イ
レ
ン
の
音
が
響
い
た
。
5
秒
鳴
り
、

5
秒
を
空
け
て
、
再
び
5
秒
。
津
波

警
報
を
知
ら
せ
る
合
図
だ
。
防
災
用
品
が
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
た
住
民
ら
が
次
々
に
指
定
さ
れ
た
建
物
に
避
難
す
る
。

　

県
が
主
催
し
、
中
央
政
府
の
消
防
署
（
消
防
庁
に
相
当
）

や
軍
な
ど
も
加
わ
っ
た
避
難
訓
練
に
は
約
1
3
0
0
人
が
参

加
。
琉
球
海
溝
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
5
の

地
震
が
発
生
し
、
20
分
後
に
津
波
が
襲
来
す
る
と
い
う
想
定

だ
。
台
湾
で
は
、
1
9
9
9
年
の
台
湾
大
地
震
が
起
き
た
9

月
21
日
を
「
防
災
の
日
」
と
し
て
毎
年
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
る
が
、
津
波
を
想
定
し
て
住
民
が
実
際
に
避
難
す
る
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　

海
岸
に
近
い
新
南
小
学
校
で
は
、
児
童
63
人
と
付
属
の
幼

稚
園
に
通
う
20
人
ら
が
校
庭
で
点
呼
を
受
け
、
教
師
ら
の
誘

導
で
校
舎
の
3
階
部
分
に
移
動
し
た
。
頭
に
は
各
地
の
学
校

に
配
備
さ
れ
た
黄
色
い
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
る
。
陳
柏
如
校
長

は
「
慌
て
ず
、
走
ら
ず
、
話
さ
な
い
。
こ
の
約
束
で
普
段
か

ら
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
、
当
日
も
子
ど
も
た
ち
は
混
乱
せ

ず
逃
げ
て
く
れ
た
」
と
話
す
。
学
校
で
は
災
害
時
に
児
童
が

家
族
と
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
の
集
合
場
所
を
記
し
た
「
家

庭
避
難
カ
ー
ド
」
の
作
製
も
進
め
て
い
る
。

　

地
震
多
発
地
の
台
湾
だ
が
津
波
被
害
は
少
な
く
、
直
近
で

は
北
部
・
基
隆
で
数
百
人
が
死
亡
し
た
と
伝
わ
る
1
8
6
7

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
だ
が
プ
レ
ー
ト
境
界
付
近
に
あ
り
、

危
険
性
は
否
定
で
き
な
い
。
台
湾
の
呉ご

祚そ

任に
ん

中
央
大
教
授
は

マ
ニ
ラ
海
溝
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
起
き
れ
ば
南
部
に
10

㍍
以
上
の
津
波
が
来
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
す
る
。

　

台
湾
当
局
は
東
日
本
大
震
災
後
、
本
格
的
な
対
策
に
乗
り

出
す
。
2
0
1
3
年
に
は
浸
水
予
想
図
が
公
開
さ
れ
、
政
府

の
大
規
模
災
害
対
策
計
画
に
沿
っ
て
沿
岸
自
治
体
で
避
難
計

画
作
成
が
進
む
。
基
隆
市
で
は
市
内
各
地
に
避
難
場
所
を
示

す
看
板
を
設
置
し
、
定
期
的
に
訓
練
を
し
て
い
る
。

　

た
だ
実
際
に
津
波
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
住
民
に
ど
う

危
機
意
識
を
持
た
せ
る
か
は
簡
単
で
は
な
い
。
24
年
4
月
の

台
湾
東
部
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
東
部
で
最
大
82
㌢
の

津
波
を
観
測
。
警
報
が
鳴
る
中
、
津
波
を
見
よ
う
と
港
に
集

ま
っ
た
住
民
も
い
た
。
当
局
関
係
者
は
「
地
震
に
対
す
る
意

識
に
は
ま
だ
ま
だ
及
ば
な
い
。
日
本
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

想
定
し
た
被
害
予
測
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
活
用
で
き
な
い

か
検
討
し
た
い
」
と
話
し
た
。

林　哲平

台
湾
で
進
む
津
波
へ
の
備
え　

高
さ
10
㍍
予
測
も


